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1. なぜ留学を決めたのか？

◆英語能力を上げるため

→ 英語をもっと使えるようになりたい

→ 英語が話せるクラスメイトへの焦り

◆海外に対するあこがれ

→ いつか行ってみたい

→ 実際はどんな感じなんだろう



2. ランガラの特徴
◆ バンクーバー
→ 大都市にある

→ アクセス良好

◆ 編入校
→UBC(超名門校)に

多くの編入生を輩出

→人種の多様性



3. 授業
◆ 留学生用のカリキュ

ラム(LEAP)

→ 英語圏の大学に進学できるように

英語力を中心に鍛える

→ レベル9段階、１セッションは７週間

(4ヶ月＝2セッション

6ヶ月＝3セッション)

→ 教材と宿題を中心に主に3技能

(R, L & W )を高める



3. 授業

◆人数

→ 20人前後＋担任2人

◆国籍

→ 中国、日本、台湾、韓国、ベトナム、イランなど

◆成績

→ 授業点＋授業テスト＋プレゼン＋期末テスト

◆課題

→ 3時間程度と言われているものの1時間～2時間半。半日や授業

前の時間を活用。

◆必要英語力

→ クラス分けがあるので足りないということはない。高い教育を

受けるためにに行くのであれば600点程度が望ましい。



4. ホームステイ

◆選んだ理由
→ 日常的に英語を話したい

→ 深く文化を知りたい

→ 人生経験として

◆実際の様子
→ 文化を知ることができた

→ 話す努力が必須

→ 放任ぎみで少しのルールがある



5. 試練

ホームシック

初海外の私にとって最大の敵はホーム
シックでした。英語や勉強は正直慣れまし
たが、ホームシックは日を重ねるごとに強
くなり、ストレスの一因でした。
写真にあるように、部活・家族などの人と
の交流が恋しくなり、スマホから入ってく
る日本の情報から、帰国したら行きたい
場所もできました。日本で楽しんでいる趣
味は、場所や商品が海外にあるとは限ら
ないため恋しくなるかもしれません。

実際の対策としては…
1. 家族・友達と電話する
2. 留学仲間と支え合う
3. いっそのこと海外に染まる

全員私のようにはなるとは限りませんが、
少し考えてみるのも良いかもしれません



6. 休日の楽しみ(自然) 

バンクーバーの自然



6. 休日の楽しみ(街)

バンクーバーの街
カナダの大都市なので非常に栄えています。
しかし、東京の都市のような混み合った場所
ではなく、栄えつつもスペースのゆとりがあり
ました。日本を含む多国籍なレストランがたく
さんあり、カナダ文化以外も楽しめます。私も
ラーメンやトンカツを楽しみつつも、サンド
ウィッチの店や韓国料理やケバブを楽しみま
した。ちなみに、バンクーバーはチョコなどの
スイーツで有名だそうです。
ファッションなども栄えており、ブランド物の
セールを頻繁に目にしました。また、様々なイ
ベントやレジャー施設も楽しみました。



7. ヴィクトリア島

ヴィクトリア島



7. ヴィクトリア島



博物館

先住民族と博物館



博物館と趣味



留学で学んだこと
•実際の海外の様子

カナダについて自分の見解で自信を持って語ることができる

•人種の多様性
海外で様々な人種に触れ、人種に対する経験・耐性が持てた

•文化の違い
自身の「あたりまえ」が通用しなかった経験から、異文化への対応ができる

•自分自身の発見
様々な試練から自分の能力や考え方を認識できた 自分は意外と頑張れる！

•外からの日本
日本が海外からどう認識されているかを知ったと同時に、自分が日本人と

して日本をどう捉えているかを、外にいて初めて知ることができた



THANK YOU!
皆さんがランガラいいなと思ってくれることを願って

何か質問あればグローバル
教育推進室経由でどうぞ！

g_affairs@ad.reitaku-u.ac.jp


